Elucidating “Men” in Metsuke of Kendo - Examining in Collegiate Kendo Players and Highest Grade’s Kendo Players - by 秋山  大輔
剣道の面技における目付けの解明 -剣道最高段位者
と大学生競技者による検証-
著者 秋山  大輔
その他のタイトル Elucidating “Men” in Metsuke of Kendo -
Examining in Collegiate Kendo Players and



















平成 28 年度 
 
九州工業大学大学院 生命体工学研究科 脳情報専攻 
秋山 大輔 
 




















   ①衝動性眼球運動 
   ②固視 
   ③追従眼球運動 
   ④前庭動眼反射 
   ⑤視運動性眼振 

































































































































参考文献                          １１２ 
研究業績リスト                       １２０ 



























































   ①衝動性眼球運動 
   ②固視 
   ③追従眼球運動 
   ④前庭動眼反射 
   ⑤視運動性眼振 
































































































































































































































































































ティーキック時における視覚探索研究(Williams et al.,1994: Williams et al., 1999)が行わ
れている．野球では，プロ選手と大学生選手の投手が投球動作時に行う視線配置を測定し















































































































される．人間の視野角は水平約 200 度，垂直約 125 度(下 75 度，上 50 度)に達する(増田，





に優れる有効視野は水平 30 度，垂直 20 度程度に過ぎず，注視点が迅速に安定して見える







る研究で積極的に行われており(三浦，1984；Land et al.，1994；安倍ほか，2010；Dingus 


































































































































































































 被験者は,大学剣道部所属の男性 11 名のうち，実験中の眼球運動測定装置のずれが生じ
たためにエラーデータとなった４名を除き，有効なデータであった 7 名(年齢 19.9±0.4 歳,













 測定機器は，眼球運動測定装置(NAC 社製モバイル型アイマークレコーダ EMR-9)を使





















































































































































































































































































 測定機器は，眼球運動測定装置(NAC 社製モバイル型アイマークレコーダ EMR-9)を使

























 １）しかけ面 ５本 
 被験者が相手と開始線に構えて対峙し，遠間から一足一刀の間合いになる過程において
打突機会を判断し，面を 1 本打突した．これを５回繰り返し，合計５本打突した． 

































































































































































































































































































































































































































































 被験者は,大学剣道部所属の男性 11 名のうち，実験中の眼球運動測定装置のずれが生じ
たためにエラーデータとなった 6名を除き，有効なデータであった 5名(年齢 19.9±0.4 歳,










 測定機器は，眼球運動測定装置(NAC 社製モバイル型アイマークレコーダ EMR-9)を使






















































 実験課題の打突については２名の審判役(年齡 22 歳，段位 4 段，競技歴 13 年)が判定し














から 11m と定められており，試合場で最も長い対角線距離が約 15m であることから，注
視点距離データの最高値を 15m とし，15m 以上のデータも 15m として算出した． 
（８）統計分析 
 有効打突の判定結果から，課題の 5 本全て有効打突とした被験者を高成功群，5 本中 1
本以上失敗した被験者を低成功群の 2 群に分けて比較した．                  





























                    
 
      


































A 6.17 ○ 7.67 ○ 10.78 ○ 7.23 ○ 7.33 ○ 7.84 1.74 100 
B E ○ E ○ E ○ 0.80 ○ 1.01 ○ 0.90 0.15 100 
C 7.00 ○ E ○ 6.96 ○ 6.65 ○ 4.58 ○ 6.30 1.15 100 
D E ○ 3.21 ○ E ○ 1.99 ○ 1.05 ○ 2.08 1.08 100 









とができた被験者 A，B の 2 名を高成功群，一本以上有効打突にできなかった被験者 C，
D，E の 3 名を低成功群とした． 
 
表４−２ 出ばな面の注視点距離と有効打突判定 


































A 4.48 ○ 12.83 ○ 14.72 ○ 14.36 ○ 10.18 ○ 11.31 4.22 100 
B 14.12 ○ 12.70 ○ 13.58 ○ E ○ 15.00 ○ 13.85 0.96 100 
C 2.72 × 2.78 ○ 2.78 ○ 2.70 ○ 2.43 × 2.68 0.14 60 
D 3.74 ○ E × 3.37 × 2.82 ○ 4.33 ○ 3.56 0.63 60 


























































































































































































































































































































 測定機器は，眼球運動測定装置(NAC 社製モバイル型アイマークレコーダ EMR-9)を使






































ダ (ーApple 社製)に記録した． 
 １）しかけ面 ５本 
 被験者が相手と開始線に構えて対峙し，遠間から一足一刀の間合いになる過程において
打突機会を判断し，面を 1 本打突した．これを５回繰り返し，合計５本打突した． 












 実験課題の打突については２名の審判役(年齡 20 歳，段位 3 段，競技歴 12 年)が判定し















検出されるため除外した．さらに，剣道の試合場は 9m から 11m と定められており，試合
場で最も長い対角線距離が約 15m であることから，注視点距離データの最高値を 15m と




計処理では，対応のある t 検定を実施した． 
 また，最高段位者と大学生競技者の注視点距離の差異を検討するため，第４章で取り上























































A 4.95 ○ 5.71 ○ 5.33 ○ 5.46 ○ 4.87 ○ 5.26 0.35 100 
B 3.57 ○ 3.87 ○ 3.14 ○ 3.99 ○ 4.13 ○ 3.74 0.39 100 
C 2.82 ○ 2.71 ○ 2.67 ○ 2.82 ○ 2.11 ○ 2.63 0.30 100 
D 4.32 ○ 2.40 ○ 6.64 ○ 2.14 ○ 3.07 ○ 3.71 1.84 100 





































































A 5.57 ○ 5.12 ○ 6.01 ○ 4.98 ○ 5.49 ○ 5.43 0.41 100 
B 5.75 ○ 6.88 ○ 5.63 ○ 5.30 ○ 4.64 ○ 5.64 0.82 100 
C 6.17 ○ 11.20 ○ 8.10 ○ 7.33 ○ 6.87 ○ 7.93 1.96 100 
D 1.81 ○ 1.22 ○ 1.86 ○ 2.43 ○ 2.21 ○ 1.91 0.46 100 








































はデータのフレーム数である．サンプリングレートが 60Hz のため，１秒間のデータが 60






図５−７ A しかけ面の注視点距離 
 








図５−９ B しかけ面の注視点距離 
 








図５−１１ C しかけ面の注視点距離 
 








図５−１３ D しかけ面の注視点距離 
 








図５−１５ E しかけ面の注視点距離 
 



























































































































 しかけ面と出ばな面の注視点距離において対応のない t 検定を行ったが，有意差は認め
られなかった．全体の注視点距離の平均は，しかけ面が 4.01m，出ばな面が 4.61m であり，
若干ではあるが出ばな面が長いという結果が得られた．前述したように，被験者間におい
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   九州体育・スポーツ学会第 65 回大会(長崎国際大学) 
（３）秋山大輔，田中宏和 
   剣道の面技における注視点距離が有効打突に及ぼす影響 
   日本武道学会第 49 回大会(皇學館大学) 
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謝 辞 
 博士論文が完成するまでの過程において，ご指導とご鞭撻を賜りました先生方，研究室
の皆様，研究に関係していただきました皆様に心より御礼申し上げます． 
 まずは，平成２４年１０月の博士後期課程入学から４年半に渡り，研究の方向性から完
成に至るまで，懇切丁寧にご指導を賜りました九州工業大学大学院生命体工学研究科の磯
貝浩久先生には大変お世話になり，感謝の念に堪えません．磯貝先生からご指導いただい
たお言葉や指導法，研究に向き合われる姿勢は，私の今後の人生における大きな指針を与
えていただきました．誠にありがとうございました． 
 また，論文審査を快くお引き受けいただきました，九州工業大学大学院生命体工学研究
科の夏目季代久先生，堀尾恵一先生に深謝申し上げます．私の研究に対し，先生方から脳
科学や知的情報処理に関する大変有益なご指導をいただいたことにより，理解を深めるこ
とができました．それと同時に研究の奥の深さや魅力を知ることができ，今後の研究に生
かすことができるよう努力いたす所存です．誠にありがとうございました．さらに，学外
より論文審査をお引き受けいただきました，九州大学の杉山佳生先生に深謝申し上げます．
お忙しい中，親切に的確なご指導をいただいたお陰を持ちまして論文を完成することがで
きました．誠にありがとうございました． 
 博士後期課程入学当初から研究室で多大なるご協力をいただきました福岡大学の今村律
子先生，鹿屋体育大学の萩原悟一先生にも心から感謝申し上げます．お二人から支えてい
ただいたことで研究を進めることができました．また，研究者として着実にステップアッ
プされていく姿は大きな刺激となり，お二人の背中を見て頑張ることができました．本当
にありがとうございました．また，同時期に博士論文完成向け一緒に頑張ってきたD３の
神力亮太君と佐久間智央君にも大変お世話になりました．しっかり者お二人の存在はとて
も心強く，勉強させていただくことが多々ありました．誠にありがとうございました．古
門良亮君をはじめ研究室のメンバーには研究に関するご協力やご意見をいただき心より感
謝申し上げます． 
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 実験の実施にあたり，実験機器から分析まで多大なるご助力を賜りました，株式会社ナ
ックイメージテクノロジーの山諸秀樹様，実験に快くご協力いただいた剣道八段の先生方
には心より御礼申し上げます．お力添えがなければ研究を遂行することはできなかったと
痛感しております． 
 最後になりますが，社会人として博士後期課程入学にあたり，一番迷惑をかけたのは家
族でした．唯でさえ家を外すことが多い私ですが，特に最後の一年間は家族と接する機会
が激減した状況でした．幼い娘がいながら背中を押してくれた妻や家族には感謝の申し上
げようもありません．関係していただきました皆様にこれから恩返しができるようしっか
りと精進してまいります．ありがとうございました． 
 
平成２９年３月  
秋山大輔  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
